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研究結果の概要 

自動車鋼板用プレス金型の長寿命化に関する指針を得るために，以下の研究を実施した． 

プレス金型鋼材の静的およびき裂進展試験を行い，材料の強度とき裂進展特性を調査した．さ

らに摩擦・摩耗試験と MSE 試験を行い，鋼材のトライボロジー特性についても調査した．また，

研究成果の一部を学部と大学院の講義で説明し，学生の教育への還元を行った． 

研究成果は次に示すとおりである．冷間のプレス金型鋼材における人工欠陥を導入した疲労き

裂進展試験により，き裂の発生・進展の際にき裂周辺の結晶方位が変化することが分かった．熱

間のプレス金型鋼材では鍛錬比を大きくすると疲労限度は低下することが分かった．また，鍛錬

比を大きくすると結晶粒が針状に引き延ばされ結晶粒の寸法が大きくなり，これが疲労強度に影

響を及ぼすことが分かった． 

教育面では専門共通科目である総合機械設計・製図（3 年次生）において，研究成果を使いシミ

ュレーションと実験の実践例を示すことで，機械工学科の多くの学生に機械設計への興味を持た

せることができた．昨年までは専門選択科目での研究成果の利用であったが，専門共通科目で研

究成果を利用することで機械システム工学科の全学生の教育に研究成果を還元することができ

た． 
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今後の展開 

製鋼技術は年々進歩しており，現在，鋼材の疲労破壊，き裂進展，トライボロジー特性は介在物

だけでなく結晶方位に関連した研究も行われている．昨年と同様，結晶方位に関連した研究にシ

フトしながら金型の長寿命化に関する指針の確立を目指す予定である． 

教育面では，今年度は専門共通科目である総合機械設計・製図（3 年次生）において，研究成果

を利用したが，今後は同じ専門共通科目である形状モデリング演習（2 年次生）にも研究成果を利

用することで機械システム工学科の全学生の教育に研究成果を還元する予定である． 

 


